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【フルタイムで働く】

私はNTT、つまり昔の電電公社の研究所に勤務した経験があ

る。その頃の就業規則の最初のほうに「職員は全力を挙げて職

務の遂行に努めなければならない」という主旨の文章があった。

新入社員であった私は、この文に感心すると同時に恐ろしいと感

じた。仕事をサボったら規則に違反するという意味なのか？研

究室の先輩に規則の解釈を尋ねると、「あれはアルバイト（副業）

を禁止する規定だ」と言う。それを聞いて少し安心した。

このような古い話を持ち出したのは、全力を挙げることが意外

に難しいと思うからだ。例を2つ示そう。

米国にインターネット2というプロジェクトがある。その説明

は www.internet2.eduに詳しく載っている。eduというドメ

イン名でわかるように、大学の連合体である。インターネット2

の発足時には、関連する大学の先生方が

委員会を構成して推進していた。そのあと

にUCAID （University Corporation for

Advanced Internet Development）とい

う組織が設立された。小さい組織であるが

立派にCEOがいる。私はインターネット2

と文書を取り交わすために交渉したことが

ある。相手はUCAIDのマネージャーであ

る。つまり向こうはUCAIDのフルタイムの

スタッフ。こちらは委員会のようなもので、私を含めて全員が言

わばパートタイムである。相手のマネージャーは電子メールに迅

速に応答してくる。こちらはいろいろな仕事と掛け持ちで苦しい。

2番目の例。インターネットのドメイン名、IPアドレス、プロ

トコル標準などを管理する組織として以前はIANAがあった。現

在は新しいICANNという体制に移行しつつある。このICANNは

ロサンゼルスで登記された米国の非営利法人である。

そのCEOのマイク・ロバーツはEDUCOMという団体の代表

を長年にわたって務めた人物だ。彼は上のインターネット2の提

唱者としても有名である。私はマイクに質問した「インターネッ

ト2の活動が盛況だし、ICANNは米国内でも国際的にも議論百

出だ。忙しい仕事を2つも引き受けて大変でしょう」。彼は答え

ていわく「いや、インターネット2はもう後任に任せた。今は

ICANNに専念している。2つの仕事はできないよ」。これはフル

タイム宣言と言える。これに対してICANNに関係している日本

人の中にフルタイムは誰もいない。

【日本はパートタイム】

日米の競争力を比較するなかで、日本にはベンチャービジネス

が少ないという指摘がある。私の観測では、ビジネスだけでなく、

産官学のいずれにおいても新しい組織を作るのが難しい。

産業界では新しい会社（ベンチャー）が少ないだけでなく、既

存の会社の中で新しい部署を作るのも大変だ。お役所でも新しい

組織はめったにできない。米国政府では情報通信分野の組織が

次々に誕生する。なかには名称を変更しただけの新組織や開店休

業状態のオフィスもあるようだが、それも次の機会には整理される。

大学でも新しい学科を創設するのは苦労する。授業科目だっ

て長年にわたって維持するのが前提になっている。このような緩

慢な変化は農業立国には適していたのかもしれないが、情報産業

を中心とするならば、もっと迅速に動きたい。

結局、日本では新しい仕事でも既存の組織が担当する。会社

で言えば、米国のベンチャーに対抗するのは日本の大企業の既存

の部門である。米国政府の新組織に対応

するのは既存のお役所。大学の新しい授

業科目は、既存の学科のどこかに潜り込

むことになる。

ここで問題なのがパートタイム、つま

り掛け持ちである。既存の組織は従来の

仕事を分担している。それに加えて新規

の仕事を受け持つ。スタッフは新しい仕

事に全力投球できない。

【失敗を分担する】

日本の現状を評して「既得権が強すぎる」という指摘がある。

これは上の指摘と同じ意味だと思う。日本人はリスクを嫌うとい

う説もある。私は日本人の完璧主義が冒険を阻害していると思う。

新規の事業にはリスクが伴う。問題は誰がリスクを背負うか

だ。ここで個人と社会との関係が問われる。リスクを個人に負担

させるのは合理的なように見えるが、実は過酷である。米国では

個人が進んでリスクを負担しているように見えるかもしれないが、

私の観測は違う。米国では社会がリスクを負担している。つまり

個人は失敗しても構わない。失敗しても社会の中で立派に役割

を果たせる。そのための仕組みが社会に備わっている。

フルタイムで新組織のために働いても、組織の将来が保障さ

れるわけではない。個人的な損得計算をすれば不安材料がいっぱ

いだ。しかしその仕事は全力を挙げて取り組む価値がある。

UCAIDもICANNも、社会が必要としている仕事なのだ。それが

成功すればもちろん素晴らしい。だが万一失敗したとしても、そ

れはそれで社会的な分担を果たすことになる。このような仕組み

が日本にも必要だと思う。
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